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第 216 回ユネスコ執行委員会について（概要報告） 

 

令和５年９月 

 

（１）開催概要 

日 時：令和５年５月 10日（水）～24日（水） 

場 所：ユネスコ本部（パリ） 

※文部科学省（国際統括官付 堀尾補佐及び小野専門官）、外務省及びユネスコ日

本政府代表部が現地で対応。 

 

【参考】ユネスコ執行委員会について 

・ユネスコ加盟 193 か国が参加するユネスコ総会（２年に１度開催）に次ぐユ

ネスコの意思決定機関であり、原則春と秋の年２回、ユネスコ本部で開催。 

・地域枠に応じて投票で選ばれた 58 か国により構成（任期４年）。我が国は、

1952 年以来継続して執行委員国を務める。 

 

（２）結果概要 

〇【議題 5.I.A】新しいカテゴリー１センター（中国・上海）の実現可能性調査 

科学・技術・工学・数学（STEM）教育分野のカテゴリー１センターを中国（上

海）に新設する提案について、実現可能性調査の結果が報告され、第 42 回ユネ

スコ総会（本年 11 月）へ定款案を提出し、必要な措置を講じることを勧告する

決議案が加盟国間で事前調整され採択。 

〇【議題７】ユネスコ世界ジオパーク 

ユネスコ世界ジオパーク・カウンシルから執行委員会へ推薦のあった新規登録

案件 18 件と領域拡張案件１件の承認を求める決議案が議論・修正なしで採択。

日本からは、「白山手取川」が新たに登録。 

〇【議題８】ユネスコのユースへの関与及びユースフォーラム 

第 42回ユネスコ総会期間中に開催する第 13回ユースフォーラムの開催方法及

び参加者の選考方法（次回以降のユースフォーラムにも適用）等を決定する決議

案が議論の上採択。 

〇【議題９】ニューロテクノロジーの倫理に関する規範設定の望ましさに関する技術

的及び法的側面に関する予備的調査 

ニューロテクノロジーの倫理に関する新しい規範設定について、第 43 回ユネ

スコ総会（2025年 11月）で勧告の草案を議論するため、予備的調査を第 42回ユ

ネスコ総会へ提出することを求める決議案が議論・修文の上採択。 
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〇【議題 12】「世界の記憶」国際登録の新規案件登録 

「世界の記憶」国際登録の 2022-2023年サイクルにおいて、国際諮問委員会（IAC）

から執行委員会へ推薦のあった新規登録案件64件の承認を求める決議案が議論・

修文の上採択。日本からは、「智証大師円珍関係文書典籍―日本・中国の文化交流

史―」が新たに登録。 

〇【議題 17】2024-2025年事業・予算（42 C/5）案の事務局長による予備的提案 

2024-2025年事業・予算（42 C/5）案として、二つのシナリオ（①ゼロ名目成

長（通常予算 534.6 百万米ドル）、②ベースケース（通常予算 586.7 百万米ド

ル））に関する決議案が議論・修文の上採択。第 217 回ユネスコ執行委員会（本

年 10月）での議論を経て、第 42回ユネスコ総会で議論・決定予定。 

（注）７月の米国の再加盟を受けて、第 217回執行委員会へ提出された 42 C/5修

正案では、通常予算は 685.4百万米ドル、これに任意拠出金等を含めた予

算総額は 1,804.4百万米ドル。 

〇【議題 43】SDG４（教育 2030）グローバル／地域レベルの調整、モニタリング及び

支援 

SDG４の国際調整におけるユネスコの役割を強調し、SDGサミットや未来サミッ

ト等、今後のハイレベルイベントにおいても教育を戦略的に位置付けることの重

要性から、SDG４のグローバル／地域レベルの調整等に関する加盟国による支援・

参画等を求める決議案が議論・修文の上採択。 

〇【議題 44】政府間海洋学委員会（IOC）の資源の増額・安定化の緊急要請 

政府間海洋学委員会（IOC）の拡大するマンデートを十分に果たせるよう、ユネ

スコの通常予算に占める IOC の割合の増加を、第 42 回ユネスコ総会へ勧告する

ことを求める決議案が議論・修文の上採択。 

〇【議題 46】ユネスコスクール 70周年：展開展望 

ロシア等の提案議題。ユネスコスクール事業の設立から 70 年を迎えたことか

ら、ユネスコ憲章に示されたユネスコの理想促進のためにユネスコスクールが果

たす重要な役割を認識し、事務局長に 70 周年を祝う式典を開催する可能性の検

討等を求める決議案が議論・修文の上採択。 

〇【議題 47】ユネスコスクールネットワーク：国際理解と協力のための教育の推進の

70年 

ウクライナ等の提案議題。ユネスコスクール 70 周年を踏まえ、ヤング・アン

バサダー制度の設立のため、推薦・任命手続及び権利・責任等、実現可能性調査

を実施し、第 217回執行委員会へ提出することを求める決議案が議論・修文の上

採択。 

 


